





















A Study on Secondary Girls’  Miscellaneous Schools Teachers who taught
 Gymnastics in the late Taisho Era:
An Analysis of the List of Personnel of Secondary Schools (published in 1921，1926)
キーワード：女子体育教師，各種学校としての女学校，女子実業学校　




Historical materials for this study were acquired from the List of  Personnel of  Secondary Schools (published 
in 1921, 1926). During the Taisho Era, Girls’ Miscellaneous Schools (Non-Government Controlled Schools 
— GMS) did not require their teachers to have a teaching qualification. Furthermore, it was not necessary to 
follow the Girls' High School Syllabus of  1903 which states that: “We will, to the best of  our ability, have girls’ 
gymnastics taught by female teachers.”
While the number of  schoolgirls at Miscellaneous Schools increased overall in the late Taisho Era, the 
average number of  both male and female teachers who taught gymnastics per school increased from only 0.4 
in 1921 to 0.5 in 1926 – less than other girls’ high schools. In 1921, only 32.7% of  schools had been assigned 
female teachers who taught gymnastics. However, by 1926 that percentage had risen to 42.5%.
By 1926, the percentage of  female teachers who taught only gymnastics at girls’ miscellaneous schools 
and girls’ business schools had increased to 51.4%. However, there were higher numbers of  female teachers 
who taught two subjects compared to male teachers. For teachers who taught a subject in conjunction with 


































































































































































































































































219 205 83 53.2 0.4 73 46.8 0.4 156 0.8




288 286 134 47.5 0.5 148 52.5 0.5 282 1
女子の実業学校 集計困難 集計困難 集計困難
高等女学校
1921（大正10）年 415 153421 370 405 402 361 55.1 0.9 294 44.9 0.7 655 1.6
1926（大正15）年 661 298305 451 655 655 628 51.2 1 598 48.8 0.9 1226 1.9
実科高等女学校
1921（大正10）年 162 22161 137 166 166 119 66.9 0.7 59 33.1 0.4 178 1.1
1926（大正15）年 198 26538 134 195 195 143 63.0 0.7 84 37.0 0.4 227 1.2
注） ・ 大正10年版，大正15年版『中等教育諸學校職員録』を分析した．『中等教育諸學校職員録』に掲載学校中，学校名のみの記載や教員の受持ち教科名の
記載がない学校は分析対象外とした。























































０人 73 62 3 138 67.3 
1人 48 11 2 61 29.8 
2人 6 6 2.9 
合計（校） 127 73 5 205
割合（％） 62.0 35.6 2.4 
体操科受持ち男子教員配置学校数







０人 74 78 9 4 165 57.7 
1人 80 20 100 35.0 
2人 12 5 17 5.9 
3人 2 1 3 1.0 
５人 1 1 0.3 
合計（校） 169 104 9 4 286


























































































































































































































































1教科 体操科のみ 28 28
2教科
音楽 3 4 7
唱歌 3 3
裁縫 2 1 3
国語 2 1 3





















小計 2 4 6
5教科 （省略） 1 1 1 3
6教科 （省略） 1 1 2
7教科 （省略） 1 1 2
8教科 （省略） 1 1
10教科 （省略） 1 1










1教科 体操科のみ 76 76
2教科
音楽 18 3 21
唱歌 2 2 4
ピアノ 1 1
裁縫 3 2 5






小計 28 15 43
３教科
歴史・国語 1 1 2




















小計 1 2 1 2 6
5教科 （省略） 1 1 3 5
6教科 （省略） 1 1
8教科 （省略） 1 1
























































































































0 1 0 9 8 1 53 73
1 4 1 15 28 32 4 60 148
















































































































官立 女子高等師範学校本科 1 2 2 1 1 国語・体操 国語 1第六臨時教員養成所家事科1部 1 1 1 1 1 体操
私立
日本体育会体操学校女子部 9












1 1 国語・体操 国語 1
1 1 生物・体操 生物 1
外国人 1 2 2 1 1 英語・体操 英語 1
その他・不明 53






1 2 体操・裁縫 裁縫 3
2 1 裁縫・体操
1 1 体操・家事 家事 3
2 2 家事・体操
1 1 体操・国語 国語 1
1 1 体操・数学 数学 1






3 1 修身・家事・体操 修身・家事 1
2 1 国語・体操・家事 国語・家事 1
1 1 体操・図画・算数 図画・算数 1
1 1 裁縫・手芸・体操 裁縫・手芸 1
3 1 英語・習字・体操 英語・習字 1






女子高等師範学校本科 3 1 1 2 2 体操
8 4 1 1（略） （略） 1
第六臨時教員養成所家事科１部以外 1 4 4 1 1（略） （略） 1
第六臨時教員養成所家事科１部 4
1 1 1 2 体操
2
1 1 1 体操・家事 家事 2
2 1 1 家事・体操
第三臨時教員養成所 1 3 2 1 1 理科・体操・習字 理科・習字 1
私立
日本体育会体操学校女子部 15










2 1 地理・体操・音楽 地理・音楽 1
3 1 国語・音楽・体操 国語・音楽 1
私立東京女子体操音楽学校 28





音楽10唱歌2 122 2 音楽・体操
2 2 唱歌・体操
1 1 体操・裁縫 裁縫 1
1 1 体操・修身 修身 1
3 2 1 1 家事・音楽・体操 家事・音楽 1
二階堂体操塾 32





1 2 体操・裁縫 裁縫 2
1 1 体操・家事 家事 1
1 1 体操・珠算 珠算 1
4 1 1 1（略） （略） 1





2 1 ピアノ・舞踏 ピアノ 1
3 3 1 1 英語・聖書・体操 英語・聖書 1
その他・不明 60






1 1 体操・衛生 衛生 1
2 3 国語・体操 国語 3
2 2 裁縫・体操 裁縫 2
2 1 音楽・体操 音楽 1





1 1 体操・歴史・国語 歴史・国語 1
1 1 体操・国語・音楽 国語・音楽 1
2 2 音楽・体操・習字 音楽・習字 2
2 1 音楽・体操・生物 音楽・生物 1
3 1 音楽・裁縫・体操 音楽・裁縫 1
3 1 裁縫・数学・体操 裁縫・数学 1
3 1 聖書・国語・体操 聖書・国語 1
3 1 歴史・国語・体操 歴史・国語 1
　　　 　4教科以上 9 9（略） （略） 9
合計 148 72
表４　大正後期中等程度各種の女学校体操科受持ち女子教員の実態
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でいたことや，「大正時代､（中略）高等女学校でも
実科高等女学校は音楽教育（教科名は唱歌）は小
学校レベルなので敢えて音楽教員を求めなかった」
（坂本，2010，p. 111）という状況であり，各種の女
学校でも音楽の教員は特に求められていなかったた
めと考えられる．
数少ない官立出身者は体操科のみあるいは家事，
国語，理科，習字と併せての受持ち，外国人は体操
科のみの受持ち者は皆無で，英語，英語と聖書，ピア
ノと併せての受持ちであった．1923（大正12）年3月
に初の卒業生を出した二階堂体操塾出身者は，1926
（大正15）年に32人中22人が体操科のみの受持ち
であった．大正後期に二階堂体操塾出身者が現れた
ことにより，さらに「女子体育教師」が各種の女学校に
も配置されることが増えたと考えられる．
図3－3は体操科受持ち女子教員のうち，判明し
た出身校を官私立別に見たものである．判明者のう
ち，私立学校出身者が占める割合は1921（大正10）
年89.5％，1926（大正15）年89.3％であった．高等
女学校の場合，1921（大正10）年52.8％，1926（大
正15）年78.3％，実科高等女学校の場合，1921（大
正10）年68.8％，1926（大正15）年84.2％（掛水，
2013b）が私立学校出身であったのに対して，中等
程度各種の女学校の方が私立学校出身者の割合が
高かった．教育制度の中心にあった学校ほど，官立
の女高師や臨教出身者が配置され，傍系にあった中
等程度各種の女学校へは官立学校出身者の配置が
より少なかったことが明らかとなった．
まとめ
本研究では，『中等教育諸學校職員録』を手懸かり
に，大正後期における内地の中等程度各種の女学校
の体操科受持ち教員の実態を明らかにしてきた．中
等程度各種の女学校は，1903（明治36）年の高等女
学校教授要目による「體操ハ成ルヘク女教員ヲシテ
之ヲ教授セシムヘシ」の制約を受けない学校である．
1校平均体操科受持ち教員数は男女とも1921（大
正10）年は0.4人，1926（大正15）年は0.5人であった．
体操科受持ち教員中，女子教員が占める割合は
1921（大正10）年46.8％で，1926（大正15）年には
52.5％に増加し高等女学校とほぼ同じであった．
1921（大正10）年に体操科受持ち女子教員配置な
しの学校は67.3％，体操科受持ち男子教員配置なし
の学校は62.0％，体操科受持ち教員全く配置なしは
35.6％，男女どちらかの配置が58.0％，男女両方の
配置が6.3％であった．1926（大正15）年は，体操科
受持ち女子教員配置なしの学校は57.7％に，体操科
受持ち男子教員配置なしの学校も59.1％に減少した．
全く配置なしは25.9％，男女どちらかの配置は72.0％，
男女両方の配置が2.1％であった．
1921（大正10）年，1926（大正15）年ともに体操科
と併せて2教科の受持ちは女子教員では3割前後，
男子教員では2割弱で大きな変化はなかった．3教
科以上の受持ちは，女子教員は31.5％から19.6％へ，
男子教員は41％から33.6％に減少し，体操科1教科
の受持ちが増え，1926（大正15）年にはおよそ半数
が体操科のみの受持となった．高等女学校と比較す
ると，「女子体育教師」としての特化が遅れていた．
2教科の受持ち女子教員は音楽との受持ちが1921
（大正10）年43.5％，1926（大正15）年60.5％で，音
楽との受持ちが多い点に特色があり，次いで裁縫，家
事，国語などであった．教員養成機関で体操と併せて
学んだことにより，これらの教科を受け持つことができ
た．男子教員は多様な教科を受け持っており，特色は
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図3－3　大正後期中等程度各種の女学校体操科受持ち
　　　　  教員出身校官立私立割合
　　　　  （％・判明者中のみの割合）
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なかった．
体操科受持ち女子教員出身校を明らかにできた
のは1921（大正10）年27.4％，1926（大正15）年
59.5％であった．1921（大正10）年は日本体育会体
操学校9人，私立東京女子体操音楽学校8人，東京
女高師本科，第六臨教家事科1部・体操家事科，外
国人が各1人であった．1926（大正15）年は，二階
堂体操塾が最多の32人，次いで，私立東京女子体
操音楽学校28人，日本体育会体操学校15人，第六
臨教家事科1部・体操家事科，外国人が各4人，東
京女高師本科3人，第六臨教家事科1部・体操家事
科以外，第三臨教が各1人であった．大正後期に二
階堂体操塾出身者が現れたことにより，各種の女学
校にも「女子体育教師」が配置されることが増加した．
出身校判明者の官立私立別割合は，私立が1921
（大正10）年89.5％，1926（大正15）年89.3％であ
り，高等女学校でも53.2％から78.1％へ増加していた
が，各種の女学校ではさらに割合が高かった．教育
制度の中心にあった学校ほど，官立出身者が配置さ
れ，中等程度各種の女学校へは官立学校出身者の
配置が少なかった．
体操科が必修ではなかったが，大正後期における
中等程度各種の女学校には，およそ三分の二から四
分の三の学校に男女ほぼ同じ数のどちらかの体操科
受持ち教員が配置されていた．判明した範囲で，体
操科受持ち女子教員は，体操科のみあるいは音楽科
と併せて2教科以上の受持ちの私立体操学校出身
者が9割を占めた．私立体操学校出身の「女子体育
教師」が必要とされていたと考えることができる．
注
注1） 本研究では，「教員」，「教師」が用いられてい
るが，総称する場合に「教師」を用いる．また，
これまで，体操科に相当する教科名は変遷し
ている．本研究では，体操科に相当する教科
の女子教師の総称としては「女子体育教師」
を用いる．
注2） 大正期に女子体操科教員養成をしていた学
校あるいは学科は，官立では第六臨時教員
養成所家事科1部（大正4年4月設置，大正
7年4月に体操科家事科に改め）のみで，官立
の卒業生は検定を要せずして教員免許状が
授与された．私立4校は無試験検定受験が
認められるまでは，難関の試験検定に合格し
なければ教員免許状を取得できなかった．大
正期の体操科女子合格者は僅か33人であっ
たが，大正末期に2校に無試験検定受験が
認められ，2校の当該学科の卒業生のほぼ全
員が教員免許状を取得できることになった．私
立東京女子体操音楽学校（明治35年5月設
置，体操科本科に対して大正14年2月24日
に，3月以後の卒業者に限って無試験検定受
験許可），日本体育会体操学校女子部（明治
36年1月設置，大正12年4月21日に大正14
年3月の高等科卒業生から適用されることにな
るが，3月の卒業生はなかったので12月の卒
業生から無試験検定指定校適用），二階堂体
操塾（大正11年4月設置，大正15年3月日本
女子体育専門学校と改め）中京高等女学校
家事体操専攻科（大正11年5月設置）
注3） 戦前の教員史研究では内地のみではなく外地
も併せて研究する必要性があるが，本研究で
は，外地について調査不足の点があるため，
外地については別稿に譲る．
注4） 奈良女子高等師範学校卒業生名は「職員録」
に見出せなかった．
注5） 臨教の名称は設置順に番号が付されていた．
当初第一から第六まで設置され，第六だけを
残して廃止された後，再び，第六はそのままに
して，第一から第十六まで別の学校に設置さ
れた．三巡目は地名が付された．ここでの第
三臨教とは二巡目，1922（大正11）年に奈良
女高師内に設置されたものである．数学，理
科，歴史地理，国語漢文の学科があった．理
科の卒業生を1人「職員録」に見出せた．
注6） 中京高等女学校家事体操専攻科卒業生名
は，平野（2008）の研究によるが，「職員録」
見出せなかった．
掛水　通子
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